
作成日　　平成２３年２月１７日

【目標達成計画】

1

2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

３ヶ月

家族へ連絡し、家族の写真を持って来てもらって
掲示したり、自宅にある本人が愛用していた物を
持ってきてもらうか、重いものでれば、こちらか
ら取りに行き居室の環境を整える。 １ヶ月

業務開始前に3ユニットのリ－ダ－事務所のス
タッフが集まり、意見交換を行い情報共有を行な
う。その他週１回の各棟の責任者会議・月１回の
職員会議を行う。 １ヶ月

協力体制から協働体制に。また地域の自治会への
加入などで、より地域とのつきあいが深くなるこ
とがきたいされる。

環境が変化する事での精神的な不安を緩和し、安
心した環境を整える事ができる。

地域行事に積極的に参加する事でコミニュケ－
ションが図れ職員・入居者がより地域と密着でき
るような生活空間を築くことができる。

地域の班長や分館長宅へ赴き、年間行事の把握を
行い地域事業に参加する。

３ヶ月

職員が積極的に企画し、地域と協力して行けるよ
うな開かれた施設を目指す。

レクレ－ション係りが企画し、月１回の職員会議
にて検討する。家族会の発足について運営推進委
員会で検討した所、各家族に家族会発足の意向を
確認した方が良いのではないかとの事で文書にて
確認を取り再度検討する事となる。

現状における
問題点、課題

理念の共有とよりよい実践につなげるためには、
管理者と職員間のコミニュケーションを大切にし
て、職員一人ひとりの意見や自主性が尊重される
ような「意見交換の場作り」の工夫が必要と思わ
れる。

利用者と家族会、職員の家族等も参加できる[バ
スハイク]の実施は、職員からの意見を反映する
機会となり、より良い[グループホームの理念]の
共有につながることが期待される。

使い慣れた家具や思い出に繋がる写真など、今後
も家族と話し合う事で増えて行くことが期待され
る。

情報の共有ができる事で業務改善の取り組みが図
れイキイキと働く事ができる。
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